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論 文 内 容 の 要 旨

血中各種ステロイ ドの動態を把捉することは種々の病態の解明にとって重要なことであり, 以前から

種々の方法を用いてその測定が試みられて釆たがいずれも満足すべきものではなかった｡1960年代になり

competitiveproteinbindingassay(CPBA)あるいは radioimmtlnOaSSay(RIA)が開発され,これらの

方法を用いて血中各種ステロイ ドの微量定量が可能となった｡今回著者はこれらの方法を有機的に組合

diol(E2),eStriol(E3) の同時的系統的測定を行なった｡

測定法は第1編に記 したごとく,検体血紫からエーテルを用いてステロイ ドを抽出し,二段階の sepha-

dexLH-20microcolumnchromatography(benzene:methanol85:15および n-hexane:benzene:

methanol80:10:10)により求めるステロイ ドを分離し,Pは anti-p-6-BSAを,Elおよび E3はanti-

E1-17-BSAを,E2は anti-E2-6-BSAをそれぞれ抗血清とするRIAにより,また 17Pは Corticosteroids

bindingglobulinを結合蛋白とする CPBA により測定した｡測定の際 B/F分離には 鮎risilを用いた｡

正常月経周期における各ステロイ ドの変動に関しては第1編に記した｡Pは卵胞期においてほ lng/ml

以下の低値であったがLHsurge直前から上昇をはじめ,黄体期中期には 10-20ng/mlの範囲でplatean

を形成 し次回月経前に低下した｡17Pは卵胞期前期には 0.2ng/ml以下の低値であるが LHsurge直前

に 016-1･3ng/mlの peakを形成したのち一時低下し,また黄体期には再上昇し 1.0-1.5ng/mlの範

囲で plateanとなり, 次回月経前に低下したo Elは全体として一定の傾向を示さなかった｡ E2は卵胞

期においては 100pg/ml前後で推移し,LHsurge直前に 500-1000pg/mlの Sharpな peakを形成

し,一時下降したのち黄体期中期以降再度上昇し300-600pg/mlの緩かな peakを形成し次回月経直前

に急激に下降した｡E3は全て測定感度以下であった｡

正常妊娠経過に伴なう母体末梢血中ステロイ ドの推移に関しては第2編に記した｡Pは月経黄体期にひ

き続き徐々に高値となり,妊娠30週頃からその上昇は著明となり,37-40週には 195.5土19.69ng/mlと
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いった高値に達した｡17Pは妊娠初期には 2.22士0.48ng/mlと月経黄体期にひき続き高値であるが,中

期には 1.Ong/ml前後と低下し,妊娠20週以降再度上昇し末期には 7.45土1.80ng/mlとなった｡El,

E3,E3は初期から末期にかけて漸増傾向を示し,末期にはそれぞれ 3.45士0.52ng/ml,8.93士1.18ng/

ml,8.83士1.53mg/mlとなった｡

正常経陸分娩および産祷時における各ステpイドの推移について第2編に記したOすべてのステロイド

は陣痛開始前の値と比較すると分娩第 Ⅰ期において低値であった｡ これは陣痛によって一過性の fetal

distressがおこっている事を示すものかも知れない｡分娩を経過し産祷期に入ると全てのステロイドは時

間経過とともに母体血中から消槌することが明白となった｡ この消槌はいずれも二つの COmpOnentに分

けることが出来た｡減衰曲線を描きステロイドの半減期を求めると,丘rstcomponentにおいてほ P:72

min,17P:68min,El:27min,E2:27min,E3:48minであり,一方 secondcomponentにおけるそ

れは P:24hrs,17P:468min,El:117min,E2:90min,E3:240minであった｡

以上のごとく,種々の生理的状態の差異により,各種のステロイ ドは dynamicな変動を示し,病的状

態のものではまた異なった血中値を示すことが予想される｡今後はこれらの生理的なデータをもとにし,

病的状態のものについて比較検討していきたい｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

近年血中ステロイドの微量定量法が開発され種々の成績が報告されているが,著者もProgesterone(P),

17α-OHIProgesterone(17P),estrone(El),17β-estradiol(E2),eStriol(E3)の同時的系統的測定法を

設定した｡測定の対象は正常成熟婦人とした｡測定に際し,検体血葬から求めるステロイドを抽出し,二

段階の sephdexLH-20micro-columnChromatographyにより各ステロイドに単離し,P,El,E2,E3は

radioimmunoassayにて,17Pは competitiveproteinbindingassayにより測定した｡ 正常月経周期

において,Pは排卵前期から徐々に上昇を始め黄体期に高値となった｡17Pは排卵前期にピークを作り,

一時低下したのち黄体期に再度上昇した｡Elはあまり著明な変化は示さなかった｡E2は排卵前期にピー

クを形成し,黄体期後期に再度上昇した｡妊娠時には P,El,E2,E3は初期から末期に向って漸増傾向

を示した｡17Pは初期にはやや高値であるが妊娠中期には低下し,妊娠後半期には再度急激な上昇を示し

た｡産裾期には各ステロイドは母体血中から急激に排推されたが各ステロイド間には解離が認められた｡

以上正常月経周期及び正常妊娠,その分娩,その産裾の各期につき,各種のステロイ ドがそれぞれ可なり

特徴的な dynamicな変動を示すことを,従来よりも適確に指摘することができ,婦人性ステロイド動態

に新しい知見を加えたものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-346-


